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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名    大阪市立 高殿小学校                

  種 別 □保育園・幼稚園  ☑小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 ５３５－００３１  

       大阪市旭区高殿６－９－１０           

  E-mail  g1513@city-osaka.ed.jp             

  Website   http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e681513   

  児童生徒数  男子 ２５４名   女子 ２４４名  合計 ４９８名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～ １２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ☑ 国際理解 

 □ 世界遺産 

☑ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

     活動内容として、ESDにおいて本校がこれまで取り組んできた実践に照

らし合わせ、「仲間づくり」「平和」「文化の多様性」「基本的人権の尊重」

の４つのテーマについて報告します。 

 

 １ 「仲間づくり」では、自尊感情を高め、自分を大切にしようとする態度を 

養い、他者とのコミュニケーションに積極的に取り組もうとする力を育てる 

ことを目標としています。ここでは、２年生の取り組みを報告します。 

 

〈２年生〉 

   友だちの気持ちやその場にふさわしい話の聞き方や言葉のかけ方を学び、 

コミュニケーションスキルを高め、今以上に相手の立場を理解し、互いに思

いやることのできる人間関係をつくるために、「やさしさいっぱい えがおい

っぱい」というテーマで授業を行った。はじめに、友だちにしてもらってう

れしかったことやいやだったことなどを話し合う活動を通して、「積極的な聞

き方」スキル、「あたたかい言葉かけ」スキルについて学習した。そして、グ

ループで友だちの良いところをお互いに伝え合う活動を行った。その後、「や

さしさいっぱい週間」を設けて自分が友だちに対してやってみたいサポート

活動などを決めて、１週間継続して決めた活動を行った。その結果、休み時

間等のトラブルも１学期に比べて少しずつ減少し、友だちからしてもらって

うれしかったことを伝える場面が増えた。また、２月には、「きょうからとも

だち」の教材を使って学習をした。自分のことだけでなく、相手の気持ちを

考えて行動をすることが、仲間を増やしていくことにつながることに気づく

ことができた。 

 

２ 「平和」では、世界で起きていること、自分たちの身の回りで起きている 

ことに関心をもち自らの考えをもって、課題の解決に向けて積極的に行動し 

ようとする態度を育てることを目標としています。ここでは、６年生の取り 

組みを報告します。 

   

〈６年生〉 

  平和学習として「大阪戦跡めぐり・ピース大阪見学」を行った。大阪にも

戦争があったことを資料を通して知り、戦争の恐ろしさを感じることができ

た。写真だけでなく、実際にあったものとして展示されているので、当時の

ことを現実に近づけて知ることができた。 

「ヒロシマには歳はないんよ」の教材を使用し、語り継がれている当時の

話を学習した際には、その時の人々の様子や被爆者のこと、家族の辛さや苦

しみを知ることができた。学習を通して、自分たちにもヒロシマで起こった

出来事を語り継いでいくという大切な役割があるということを感じることが

できた。 

修学旅行では、インタビュー活動で外国の方とピースメッセージを交換し

たり、平和記念資料館の中を見学したり、被爆体験者の方のお話を聞いたり
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して戦争や平和についてさらに深く考えることができた。児童は、誰かでは

なく自分たちで平和を築いていかなくてはならないことを感じていた。今自

分たちの環境を当たり前に思わず、まずは身近な友だちと仲良くすることや

協力することからはじめていきたいという児童もいた。 

難民についての学習を通して、事実を知るだけでなく、自分たちになにか

できることはないのだろうかと考えた。そこで、難民への支援活動である「“服

のチカラ”プロジェクト」に参加し、実際に古着を集め届ける活動を行った。

自分たちで具体的な策を考え、できるだけたくさんの服を集めたいという思

いから、全校への呼びかけや、回収箱の作成、ポスター作り等、主体的に活

動することができた。その結果自分たちの“チカラ”で多くの服が集まり、

達成感や自主的に行動することの大切さを感じることができた。 

 

 

 ３ 「文化の多様性」では、世界の様々な文化に興味をもち、人々の暮らしに 

ちがいがあることを知るとともに、ちがいを認め尊重しようとする態度を育

てることを目標にしています。ここでは、１年生・５年生の取り組みを報告

します。 

 

〈１年生〉 

  人権教育読本「ひと・つながり」の「こんにちは」で紹介されている国々

のあいさつの文字と音声、民族衣装を集めたパワーポイントによるを作成し

て授業を行った。まず、日本のこんにちはからはじめ、晴れ着を着ている子

どもの画像を見ながら「毎日着るものではなく特別な日に着る衣装」である

ことを確認した。それぞれの国の美しい衣装を見たり、あいさつを発音した

りし、他国の文化に親しんだ。 

また、「サラム（民話編）」より韓国・朝鮮の２つの民話の拡大した絵本を

用いて読み聞かせを行った。読み聞かせを行う前に、日本の昔話に出てくる

登場人物や動物について出し合った。読み聞かせが大好きな１年生たちはと

ても楽しそうに読み聞かせを聞いていた。聞いたあとは、おもしろかったこ

とやすきなところについて感想を交流した。 

   さらに、ソンセンニㇺ（民族講師）から自己紹介や遊びの説明をしてもら

い、グループに分かれて遊びを行った。ペンイ・ユンノリ・ピソチギ・チェ

ギチャギ・コンギ・トゥホの６つの遊びは、どれもはじめて体験する遊びで

あったが、みな興味深そうに取り組んでいた。韓国・朝鮮独特の遊びもある

が、ペンイやユンノリはそれぞれ、日本のこま、すごろくと似ているという

ことも気づくことができた。 

 

〈５年生〉 

   「コリアタウンへようこそ」を学習し、大阪には韓国・朝鮮の人がたくさ

んいることを学習した。コリアタウンの存在を知っている児童が少ないこと

から、五感を使って体験するため実際に行ってみることにした。コリアタウ

ンに詳しいソンセンニムに一緒に行ってもらい説明をしてもらうことにより、

古代から日本と韓国・朝鮮は深い関わりがあったことを知った。また、食文

化にも興味をもつことができた。 
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基本的人権の尊重 

 

 ４ 「基本的人権の尊重」では、持続可能な社会の実現をめざして、すべての 

人は等しく大切な存在であるということを理解し、ちがいを認め合いながら 

豊かな人間関係を育もうとする力を育てることを目標としています。ここで 

は、３年生・４年生の取り組みを報告します。 

 

〈３年生〉 

「みえないってどんなこと～もうどう犬の学習を通して～」の学習では、

国語科の「もうどう犬の訓練」の学習と関連付けた取り組みを行った。「介

助犬ターシャ」「みえないってどんなこと？」では、目の不自由な人の生活

について学習をし、その後アイマスク体験を行った。児童はそれぞれアイマ

スクを付け、目が見えない世界を体験したり、目が見えない人の介助をし、

介助の難しさを実感したりすることで、体の不自由な人の大変さを知り、助

け合いながら生きていくことの大切さを感じることができた。 

また、身近な動物である牛を題材とした「いのちを大切に」の学習を行っ

た。給食を当たり前のように減らしたり、物を粗末に扱ったりと、普段の学

校生活は世界の子ども達の生活から見ればとても裕福な生活をしている。食

べ物だけではなく、身の回りに使われている多くの物も動物や植物の命をい

ただいて作られていることに気付き、いのちを大切にしていくことを意識し

て生活ができるようにしたいと思い、取り組みを行った。取り組みの後、普

段何気なく言っている「いただきます！」に感謝の気持ちをこめたり、嫌い

な食べ物でもがんばって食べたりする児童が多くなった。 

 

〈４年生〉 

 絵本「十人十色のカエルの子」を使って、人にはひとりひとりちがいがあ

ることについて学習した。いろいろなカエルの様子を見て、それぞれが困っ

ていることは何か、悩んでいることは何かを考え、それぞれのカエルにどの

ようにしてあげればよいのかについて話し合った。学習を通して、絵本で出

てくるカエルのように人間もひとりひとり違うことを学んだ。また、それぞ

れの違いを認め合うことの大切さ、友だちの良さを見つけることの素晴らし

さについて学習することができた。 

 

 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


